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浅川町消防団 春季検閲式での通常点検浅川町消防団 春季検閲式での通常点検

今 月 の 主 な 内 容

写真

　肌寒い中で行
われた春季検閲
式の様子です。
　団員の皆さん
の威風堂々たる
姿は町の財産と
生命を守るべく
姿勢を思わせる
ものでした。



国
井
　

守
雄
（
荒
町
）

石
田
　
　

徹
（
滝
輪
一
区
）

小
宅
　

文
雄
（
里
白
石
）

割
栢
　

勝
彦
（
福
貴
作
）

川
音
　

幸
男
（
染
）

八
代
　

栄
一
（
簑
輪
）

関
根
　

良
治
（
袖
山
）

角
田
　

昭
則
（
東
大
畑
一
区
）

佐
川
　

勝
美
（
東
大
畑
二
区
）

小
室
　

健
一
（
畑
田
）

江
田
　

浩
一
（
中
里
）

久
保
木
典
美
（
大
草
）

小
山
田
寛
治
（
山
白
石
二
区
）

高
野
　

清
美
（
山
白
石
四
区
）

迎
　
　

徳
之
（
山
白
石
五
区
）

瓦
吹
　

和
男
（
小
貫
）

坂
本
　

忠
男
（
太
田
輪
） 

奥
貫
　

四
郎
（
本
町
一
区
）

市
川
　

賢
治
（
本
町
二
区
）

須
藤
　

勝
吉
（
荒
町
）

酒
井
　
　

朗
（
滝
輪
一
区
）

円
谷
　

佐
吉
（
福
貴
作
）

岡
部
　

正
敏
（
染
）

小
針
　

浩
美
（
簑
輪
）

関
根
　

正
夫
（
袖
山
）

藤
田
ヒ
ロ
子
（
東
大
畑
一
区
）

上
野
　

俊
郎
（
東
大
畑
二
区
）

根
本
　

和
美
（
畑
田
）

岡
部
　
　

実
（
中
里
）

江
田
　
　

博
（
松
野
入
）

国
井
　

政
昭
（
大
草
）

生
田
目
源
寿
（
山
白
石
一
区
）

高
野
　

喜
寛
（
山
白
石
四
区
）

鈴
木
昭
一
郎
（
小
貫
）

藤
田
　

文
夫
（
太
田
輪
）

　

4
月
22
日
㈰
、
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
町

消
防
関
係
者
や
来
賓
の

方
々
な
ど
約
2
0
0
名
が

出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
平
成
24
年
度

の
新
体
制
、
江
田
政
之

（
根
岸
）
団
長
の
指
揮
の

も
と
進
め
ら
れ
、
検
閲
式

で
は
町
長
よ
り
日
頃
の
消

防
団
員
の
活
躍
に
感
謝
の

言
葉
が
あ
り
、
そ
の
後
、

一
般
協
力
者
や
優
良
火
防

の
家
、
消
防
団
員
表
彰
状

及
び
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
、

須
藤
勝
吉
さ
ん
（
荒
町
）

が
代
表
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
通
常
点
検
や
機

械
器
具
点
検
、
分
列
行
進

な
ど
も
行
わ
れ
、
団
員
の

皆
さ
ん
は
規
律
正
し
い
態

度
で
臨
み
ま
し
た
。

浅川町
消防団春季検閲式

表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

○
一
般
協
力
者
（
感
謝
状
）

○
優
良
火
防
の
家 

　

（
表
彰
状
・
プ
レ
ー
ト
）

一般協力者表彰を授与する国井さん

受賞者を代表して謝辞を述べる須藤さん
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前
第
一
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　

松
崎
　
　

誠

前
第
二
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　

富
永
　

精
記

前
第
三
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　

小
室
　

勝
則

前
第
四
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　

岡
部
　
　

実

前
第
五
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　

生
田
目
源
寿

前
第
六
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　

大
竹
　

喜
文

第
一
分
団

第
一
班

　

小
野
　

修
司
（
副
班
長
）

　

近
藤
　
　

淳
（
団
員
）

第
二
班

　

松
本
　
　

悟
（
機
動
班
長
）

第
二
分
団

第
一
班

　

富
永
　

精
記
（
団
員
）

第
二
班

　

我
妻
　
　

潔
（
副
班
長
）

第
三
分
団

第
二
班

　

関
根
　

良
広
（
班
長
）

第
三
班

　

角
田
　

慎
也
（
団
員
）

　

猪
狩
　

裕
一
（
団
員
）

第
四
班

　

近
藤
　

昭
彦
（
班
長
）

第
四
分
団

第
四
班

　

久
保
木
和
典
（
団
員
）

　

久
保
木
　

剛
（
団
員
）

第
五
分
団

第
二
班

　

笹
島
　

善
幸
（
機
動
班
長
）

第
六
分
団

第
一
班

　

薄
井
　

啓
次
（
団
員
）

第
一
分
団

第
一
班

　

郷
田
　

利
彦
（
団
員
）

第
二
班

　

根
本
　

博
之
（
団
員
）

第
三
班

　

岡
部
　

寛
樹
（
機
動
班
長
）

第
二
分
団

第
二
班

　

圓
谷
　
　

健
（
団
員
）

　

生
田
目
太
一
（
団
員
）

　

割
栢
　

賢
志
（
団
員
）

　

松
浦
　

正
徳
（
団
員
）

第
三
分
団

第
二
班

　

関
根
　

慎
二
（
副
班
長
）

第
三
班

　

白
坂
　

勇
樹
（
団
員
）

第
四
班

　

小
室
　

真
一
（
団
員
）

第
四
分
団

第
一
班

　

江
田
　

英
樹
（
班
長
）

第
二
班

　

渡
辺
　

昭
彦
（
団
員
）

第
四
班

　

佐
川
　

康
憲
（
団
員
）

第
五
分
団

第
二
班

　

角
田
　

林
平
（
団
員
）

第
六
分
団

第
一
班

　

矢
吹
　

雅
浩
（
団
員
）

第
二
班

　

近
藤
　
　

郁
（
団
員
）

　

大
河
内
清
彦
（
団
員
）

第
二
分
団

○
平
成
23
年
度
分
団
長

　

（
感
謝
状
・
記
念
品
）

○
優
良
団
員
（
10
年
勤
続
）

　

（
表
彰
状
・
バ
ッ
ジ
）

○
勤
続
団
員
（
５
年
勤
続
）

　

（
表
彰
状
・
バ
ッ
ジ
）

○
無
火
災
分
団
（
表
彰
状
）

消すまでは
　出ない行かない
　　離れない

平成24年度　全国統一防火標語

あいさつをする江田団長

１０年勤続表彰の
　近藤第３分団第４班長

５年勤続表彰の
　江田第４分団第１班長

機械器具点検を受ける各分団の機動班員
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４
月
21
日
か
ら
22
日
の
日
程
で
訪
問
さ
れ
、
22

日
㈰
に
は
城
山
山
頂
に
お
い
て
桜
ま
つ
り
を
兼
ね

た
「
歓
迎
懇
談
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
須
藤
町
長
を
は
じ
め
笹
島
町
議

会
議
長
、
鈴
木
町
商
工
会
長
よ
り
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
在
京
浅
川
会
の
山
野
辺
会
長
か
ら
も

町
を
あ
げ
て
の
歓
迎
懇
談
会
へ
の
感
謝
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
桜
も
ま
だ
２
分
咲
き
ほ
ど
で
「
満
開

桜
の
花
見
」
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
も
お
手
伝
い
を

い
た
だ
き
、
温
か
い
「
す
い
と
ん
」
が
振
る
舞
わ

れ
る
な
ど
、
肌
寒
い
天
候
で
も
体
の
芯
か
ら
暖
ま

る
も
て
な
し
が
あ
り
、
会
の
皆
さ
ん
に
も
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
㈯
に
は
、
毎
年
恒
例

と
な
っ
た
青
年
部
主
催
に
よ
る
桜

祭
り
が
城
山
公
園
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
の
特
産
品
や
花
見
団
子
な
ど

も
販
売
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が
足

を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
お
昼
時
に

は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
供
達
も

訪
れ
、
美
味
し
い
パ
ン
や
焼
き
鳥

を
食
べ
な
が
ら
青
年
部
の
皆
さ
ん

と
の
会
話
も
弾
み
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
山
公
園
は
こ
の
時
期

の
夜
限
定
で
色
鮮
や
か
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
花
火
大
会
で
の
地

雷
火
の
力
強
さ
と
ま
た
違
っ
た
魅

力
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

町
商
工
会
青
年
部
で
も

　

桜
祭
り
を
開
催
!!

地雷火太鼓の皆さんが
歓迎の太鼓を演奏

温かい「すいとん」が
好評でした

青
年
会
に
よ
る
花
火
も

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
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3位入賞の山白石スポーツ少年団の皆さん

浅川スポーツ少年団 4試合完投
最優秀選手賞の小濃慶大選手

山白石スポーツ少年団結成3年目
のチームを引っ張る高野翔主将

浅川スポーツ少年団
選手宣誓をした小司順教主将

　

花
火
の
里
浅
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会(

高
野

重
徳
実
行
委
員
長)

が
５
月
５
日
㈰
、
浅
川
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
浅
川
中
学
校
・
山
白
石
小
学
校
の
各

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
行
わ
れ
、
「
大
地
雷
火
ブ

ロ
ッ
ク
」
と
「
ス
タ
ー
マ
イ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
」
に
別

れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
町
内
の
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
山
白
石
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
含
め
県
内
各
地

か
ら
24
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
浅
川
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
見
事
「
大
地
雷
火
ブ
ロ
ッ
ク
」

で
優
勝
し
、
山
白
石
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
「
ス

タ
ー
マ
イ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
」
に
お
い
て
３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
、

町
内
２
チ
ー
ム
が
と
も
に
素
晴
ら
し
い
成
績
を
上

げ
、
団
員
や
関
係
者
は
最
高
の
「
こ
ど
も
の
日
」

に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
大
会
で
の
優
勝
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

優勝した浅川スポーツ少年団の皆さん
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地
域
社
会
に
貢
献

　
　

女
性
団
体
連
絡
協
議
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

町
商
工
会
長
に
小
宅
善
一
氏

「
地
域
の
安
全
を
」防
犯
協
会

　

４
月
16
日
㈪
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
水
野
り
つ
子
会

長
）
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
関
係
者
約
40
名
が
出
席
し
、

平
成
23
年
度
中
の
活
動
と
決
算
が
報
告
さ

れ
、
平
成
24
年
度
に
つ
い
て
も
事
業
計
画

案
と
予
算
案
が
提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
花
火
の
里

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
や
雲
五
郎
山
の
山
開

き
な
ど
、
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
の
積
極

的
な
参
画
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

加
盟
団
体

○
浅
川
町
商
工
会
女
性
部

○
浅
川
町
更
生
保
護
女
性
会

○
浅
川
町
赤
十
字
奉
仕
団

○
JA
あ
ぶ
く
ま
石
川
女
性
部
浅
川
支
部

○
浅
川
町
磐
青
の
会

○
浅
川
町
婦
人
会

　

４
月
20
日
㈮
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
圓
谷
文
雄
会

長
）
は
、
町
内
の
10
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

780
名
で
結
成
さ
れ
て
お
り
、
教
養
事
業
や

健
康
増
進
事
業
、
奉
仕
活
動
な
ど
多
種
に

わ
た
り
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
に
あ
わ
せ
て
長
年
の
功
績

を
た
た
え
、
活
動
実
績
の
あ
っ
た
４
名
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
名
（
敬
称
略
）

○
浅
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者

　

前
副
会
長
兼
女
性
部
長 

川
音
ヒ
サ

　

前
女
性
部
長 

金
成
フ
ミ

○
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　

北
部
老
人
ク
ラ
ブ
会
長 

小
宅
正
一

　

荒
町
長
寿
会
長 
水
野 
傳

　

４
月
25
日
㈬
、
防
犯
協
会
（
須
藤
一
夫

会
長
）
総
会
が
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
約
50
名
が
出
席
し
、
阿
部

薫
石
川
警
察
署
長
か
ら
も
あ
い
さ
つ
を
頂

き
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
23
年
度
中
の
防
犯
活

動
と
決
算
が
報
告
さ
れ
、
平
成
24
年
度
に

つ
い
て
も
各
種
事
業
計
画
案
と
予
算
案
が

提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
関
係
団
体
と

協
力
し
、
月
２
回
の
継
続
し
た
駅
前
防
犯

活
動
と
夏
季
に
行
わ
れ
る
盆
踊
り
大
会
や

花
火
大
会
時
の
街
頭
活
動
、
年
末
年
始
の

事
件
事
故
防
止
街
頭
活
動
な
ど
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
㈮
、
商
工
会
に
お
い
て
第
52

回
通
常
総
会
及
び
優
良
従
業
員
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
各
議
案
が
提
出
さ
れ

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

役
員
改
選
も
行
わ
れ
17
年
間
会
長
を
務
め

た
鈴
木
廣
さ
ん
（
東
大
畑
２
区
）
が
退
任

し
、
新
会
長
に
小
宅
善
一
さ
ん
（
里
白

石
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

○
商
工
会
役
員
（
敬
称
略
）

◇
会
長 

小
宅
善
一
◇
副
会
長 

小
室
利
嗣
・
佐
川
一

重
◇
理
事　

芳
賀
勝
彦
・
高
宮
利
夫
・
小
宅
次

男
・
我
妻
安
徳
・
川
音
周
次
・
浅
川
利
一
・
国
井

守
雄
・
山
野
辺
哲
也
・
須
藤
義
明
・
関
根
秀
夫
・

迎
昌
良
・
小
松
勇
一
・
関
根
由
美
子
・
蛭
田
裕

明
・
水
野
り
つ
子
◇
監
事 

塚
本
清
司
・
芳
賀
元
樹

○
優
良
従
業
員
受
賞
者
（
敬
称
略
）

松
本
光
子
・
八
杉
か
お
り
（
㈱
コ
ム
ロ
）
、
生
田

目
輝
夫
・
矢
吹
幸
造(

鈴
五
建
設
工
業
㈱)

、
高
野
重

徳
・
片
野
美
喜
夫
（
第
一
精
機
㈱
）
、
木
田
仁

子
・
生
田
目
敬
子
・
小
松
ハ
ル
子
・
高
野
有
子
・

久
田
芳
子
（
㈱
匡
志
）
、
小
湊
浩
安
（
塚
本
縫
製
）
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地
域
社
会
に
貢
献

　
　

女
性
団
体
連
絡
協
議
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

町
商
工
会
長
に
小
宅
善
一
氏

「
地
域
の
安
全
を
」防
犯
協
会

　

４
月
16
日
㈪
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
水
野
り
つ
子
会

長
）
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
関
係
者
約
40
名
が
出
席
し
、

平
成
23
年
度
中
の
活
動
と
決
算
が
報
告
さ

れ
、
平
成
24
年
度
に
つ
い
て
も
事
業
計
画

案
と
予
算
案
が
提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
花
火
の
里

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
や
雲
五
郎
山
の
山
開

き
な
ど
、
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
の
積
極

的
な
参
画
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

加
盟
団
体

○
浅
川
町
商
工
会
女
性
部

○
浅
川
町
更
生
保
護
女
性
会

○
浅
川
町
赤
十
字
奉
仕
団

○
JA
あ
ぶ
く
ま
石
川
女
性
部
浅
川
支
部

○
浅
川
町
磐
青
の
会

○
浅
川
町
婦
人
会

　

４
月
20
日
㈮
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
圓
谷
文
雄
会

長
）
は
、
町
内
の
10
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

780
名
で
結
成
さ
れ
て
お
り
、
教
養
事
業
や

健
康
増
進
事
業
、
奉
仕
活
動
な
ど
多
種
に

わ
た
り
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
に
あ
わ
せ
て
長
年
の
功
績

を
た
た
え
、
活
動
実
績
の
あ
っ
た
４
名
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
名
（
敬
称
略
）

○
浅
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者

　

前
副
会
長
兼
女
性
部
長 

川
音
ヒ
サ

　

前
女
性
部
長 

金
成
フ
ミ

○
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　

北
部
老
人
ク
ラ
ブ
会
長 

小
宅
正
一

　

荒
町
長
寿
会
長 

水
野 

傳

　

４
月
25
日
㈬
、
防
犯
協
会
（
須
藤
一
夫

会
長
）
総
会
が
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
約
50
名
が
出
席
し
、
阿
部

薫
石
川
警
察
署
長
か
ら
も
あ
い
さ
つ
を
頂

き
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
23
年
度
中
の
防
犯
活

動
と
決
算
が
報
告
さ
れ
、
平
成
24
年
度
に

つ
い
て
も
各
種
事
業
計
画
案
と
予
算
案
が

提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
関
係
団
体
と

協
力
し
、
月
２
回
の
継
続
し
た
駅
前
防
犯

活
動
と
夏
季
に
行
わ
れ
る
盆
踊
り
大
会
や

花
火
大
会
時
の
街
頭
活
動
、
年
末
年
始
の

事
件
事
故
防
止
街
頭
活
動
な
ど
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
㈮
、
商
工
会
に
お
い
て
第
52

回
通
常
総
会
及
び
優
良
従
業
員
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
各
議
案
が
提
出
さ
れ

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

役
員
改
選
も
行
わ
れ
17
年
間
会
長
を
務
め

た
鈴
木
廣
さ
ん
（
東
大
畑
２
区
）
が
退
任

し
、
新
会
長
に
小
宅
善
一
さ
ん
（
里
白

石
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

○
商
工
会
役
員
（
敬
称
略
）

◇
会
長 

小
宅
善
一
◇
副
会
長 

小
室
利
嗣
・
佐
川
一

重
◇
理
事　

芳
賀
勝
彦
・
高
宮
利
夫
・
小
宅
次

男
・
我
妻
安
徳
・
川
音
周
次
・
浅
川
利
一
・
国
井

守
雄
・
山
野
辺
哲
也
・
須
藤
義
明
・
関
根
秀
夫
・

迎
昌
良
・
小
松
勇
一
・
関
根
由
美
子
・
蛭
田
裕

明
・
水
野
り
つ
子
◇
監
事 

塚
本
清
司
・
芳
賀
元
樹

○
優
良
従
業
員
受
賞
者
（
敬
称
略
）

松
本
光
子
・
八
杉
か
お
り
（
㈱
コ
ム
ロ
）
、
生
田

目
輝
夫
・
矢
吹
幸
造(

鈴
五
建
設
工
業
㈱)

、
高
野
重

徳
・
片
野
美
喜
夫
（
第
一
精
機
㈱
）
、
木
田
仁

子
・
生
田
目
敬
子
・
小
松
ハ
ル
子
・
高
野
有
子
・

久
田
芳
子
（
㈱
匡
志
）
、
小
湊
浩
安
（
塚
本
縫
製
）
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新
入
学
児
童
対
象

　
　

交
通
安
全
教
室
開
催

愛
の
献
血

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
お
じ
ゃ
る
丸
」が

　
　

や
っ
て
来
た
!!

学
校
校
庭
除
染
作
業

　

５
月
７
日
㈪
、
い
わ
き
石
川
青
年
会
議

所
（
桑
沢
和
典
理
事
長)

の
主
催
に
よ
り
第

30
回
の
交
通
安
全
教
室
が
㈱
石
川
自
動
車

教
習
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
通
安
全
教
室
は
、
石
川
郡
内
の

小
学
一
年
生
を
対
象
に
毎
年
開
催
（
昨
年

は
震
災
の
影
響
に
よ
り
中
止)
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
石
川
郡
内
か
ら
20
校
が
参
加
し
、

浅
川
町
か
ら
も
３
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
交
通

安
全
ク
イ
ズ
や
緊
急
車
両
の
見
学
を
し
、

そ
の
後
は
実
際
に
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や

自
動
車
の
死
角
、
信
号
の
あ
る
交
差
点
で

の
注
意
点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

ボ
ー
ル
遊
び
に
よ
る
飛
び
出
し
事
故
の
寸

劇
も
行
わ
れ
、
児
童
達
に
正
し
い
横
断
の

仕
方
な
ど
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
下
旬
か
ら
５
月
に
か
け
て
各
小
学

校
校
庭
の
除
染
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
表
土
を

重
機
に
よ
り
1㎝
程
度
除
去
し
、
そ
の
上
に

放
射
線
量
の
数
値
の
心
配
が
な
い
土
を
覆

土
し
た
も
の
で
、
す
べ
て
の
学
校
で
除
染

作
業
後
の
平
均
数
値
が
0.1
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
台
と
な
り
、
除
染
作
業
の
効
果
が

現
れ
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 　

５
月
10
日
㈭
、
町
内
の
事
業
所
と
公
民

館
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
町
内
事
業
所
と
公
民
館
に
お

い
て
５
回
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

輸
血
を
必
要
と
す
る
方
は
多
数
お
り
、

血
液
も
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
回
は
７
月
12
日
㈭
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

○
大
同
信
号
㈱
浅
川
事
業
所 

様
　

 　

27
名

○
大
同
化
工
㈱ 

様
　
　
　
　
　
　

 　

８
名

○
中
央
公
民
館
（
一
般
の
方
）
　

  　

11
名

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
17
日
㈭
、
「
N
H
K
被
災
地
応
援

イ
ベ
ン
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
と
し
て
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
が
浅
川
幼
稚
園
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
N
H
K
が
主
催
し
、

教
育
番
組
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
お
じ
ゃ
る

丸
」
の
シ
ョ
ー
を
通
じ
て
、
震
災
に
あ
っ

た
子
ど
も
達
や
保
護
者
を
元
気
に
し
た
い

と
い
う
趣
旨
で
各
地
を
ま
わ
り
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
で
は
、
お
じ
ゃ

る
丸
が
子
鬼
ト
リ
オ
と
「
の
ど
自
慢
大

会
」
で
対
決
す
る
な
ど
、
日
頃
テ
レ
ビ
で

見
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
身
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た
浅
川
幼
稚
園
、

浅
川
保
育
所
、
山
白
石
保
育
所
の
約
140
名

の
子
ど
も
達
は
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○浅川小学校
　0.23→0.15
　　　　△0.08
○里白石小学校
　0.27→0.16
　　　　△0.11
○山白石小学校
　0.26→0.14
　　　　△0.12
※単位はμSv/ｈ
いずれも平均値



▶年齢は？　２６歳
▶出身は？　地元、浅川町です
▶家族構成は？　父、母、嫁、長男、次男
▶趣味は？　ジェットスキー、
　　　　　　スノーボード、車
▶今　欲しいものは？
　　　　　　新家とホイール
▶楽しかった思い出は？
　　　　　　先輩達とのジェットスキー
▶どんなスポーツが好きですか？
　　　　　　これといって特にないかも

▶プチ将来は？　車の整備士になれればなり
　　　　　　　　たいかも
▶町の印象は？　アメ車が少ないですね
▶何か一言どうぞ
　　　　　　　　カズヒトよろしく！

▶年齢は？　２４歳
▶出身は？　浅川町
▶家族構成は？　５人
▶趣味は？　りりあ と りの と遊ぶこと! 散歩
▶今 欲しいものは？　貯金
▶楽しかった思い出は？　動物大国
▶どんなスポーツが好きですか?
　　　　　　　　バスケットボール

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

No.264

▶次回は、上野尚子 さん（本町１区）の予定です

▶次回は、芳賀和仁さん（中里）の予定です

石井美希さん（荒町）
きみ

小宅善隆さん（里白石）
よし たか

▶プチ将来は？　お金持ち
▶町の印象は？　静か
▶何か一言どうぞ　次 よろしくデス♡
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▶年齢は？　２６歳
▶出身は？　地元、浅川町です
▶家族構成は？　父、母、嫁、長男、次男
▶趣味は？　ジェットスキー、
　　　　　　スノーボード、車
▶今　欲しいものは？
　　　　　　新家とホイール
▶楽しかった思い出は？
　　　　　　先輩達とのジェットスキー
▶どんなスポーツが好きですか？
　　　　　　これといって特にないかも

▶プチ将来は？　車の整備士になれればなり
　　　　　　　　たいかも
▶町の印象は？　アメ車が少ないですね
▶何か一言どうぞ
　　　　　　　　カズヒトよろしく！

▶年齢は？　２４歳
▶出身は？　浅川町
▶家族構成は？　５人
▶趣味は？　りりあ と りの と遊ぶこと! 散歩
▶今 欲しいものは？　貯金
▶楽しかった思い出は？　動物大国
▶どんなスポーツが好きですか?
　　　　　　　　バスケットボール

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

No.264

▶次回は、上野尚子 さん（本町１区）の予定です

▶次回は、芳賀和仁さん（中里）の予定です

石井美希さん（荒町）
きみ

小宅善隆さん（里白石）
よし たか

▶プチ将来は？　お金持ち
▶町の印象は？　静か
▶何か一言どうぞ　次 よろしくデス♡
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いつまでもお元気で 祝米寿

●趣味は？　野菜作りです
●特技は？　犬、ネコの世話です
●戦時中の思い出は？
　空襲です
●若い頃、楽しかった思い出は？
　遠足です
●毎日何をしていますか？
　畑仕事をしています
●町の印象は？
　とても良い所だと思います
●最後に何か一言どうぞ
　元気に長生きしたいです

水野武・英美夫妻（本町一区）に誕生した
第３子、文太（あやた）くんです。
（平成２４年１月２３日生まれ、男）

～両親からのメッセージ～
元気に育ってください。

関根祐樹・エミ夫妻（袖山）に誕生した
第３子、愛怜（えれん）ちゃんです。
（平成２４年２月１６日生まれ、女）

～両親からのメッセージ～
明るく元気に育ってください。

佐川 サクヨさん
（大草）



【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

◎「参加カード」をご持参ください。

◎母子健康手帳と予診票をご持参ください。

３～４か月児健診 １歳６か月児健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室 お誕生教室

３歳児健診

次回は８月７日（火）

７月１２日（木）

７月２７日（金）
午後０：３０～０：４５
平成２２年１０月～１１月生

午後０：３０～０：４５
平成２１年４月～５月生

７月２０日（金）

７月５日（木）

日　　程
受付時間

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

６月２８日（木）
午前９：１５～９：３０

保健センター
平成２３年１０月～１２月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２３年６月～７月生

午後１:３０～１:４５
石川町保健センター
平成２４年３月生
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【予防接種】

【心の健康相談】

三種混合予防接種
日　　程 ６月２６日（火）・８月１日（水）

午後０：３０～１：００
保健センター　☎３６－４７２２

受付時間
場　　所

注意事項 ○３週～８週の間隔で、３回接種を受けて
　ください。
○追加接種の方は、前回接種から概ね１年
　を経過してから受けましょう。

★ つどいの広場・育児相談 ★
日時及び場所　７月３日（火）　午前９時３０分～１１時３０分 保健センター
　○開催時間内に自由に参加、帰宅が可能です。都合のよい時間でご参加ください。
　○身長・体重の測定ができます。
★ にこにこ広場 ★
日時及び場所　６月１９日（火）午前１０時～１１時　　　　　　　浅川保育所
　○受付時間は午前９時５０分～１０時です。遅れないように集まってください。
★ みんなといっしょの広場 ★
日時及び場所　７月１７日（火）午前１０時～１１時　　　　　　　浅川幼稚園

【乳幼児のあそびの場】

　予約の際、「希望する予防接種
の名称」を正確に伝えてください。 
また、お子さんの体調や他の予防
接種との間隔にも十分注意してく
ださい。保護者の方が責任を持っ
て、対応していただきますようお
願いいたします。

医療機関で個別接種をする方へ

　日程及び場所　６月２７日（水）（予約制） 保健センター
●相談を希望される方は、電話で申し込んでください。（電話３６－４７２２）
●精神面で悩みを持っている方、心の病気や精神障害で困っている方やその家族、
　関係者が対象になります。相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。



平成2４年度 がん検診等の実施計画
　標記のことについて、下記のとおり計画しています。積極的に受診されますようよろしくお願いいた
します。くわしくは、「平成２４年度健康カレンダー」にも記載してありますのでご覧ください。

検診名 対象者 検診内容 日程及び会場

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 問診・視診・細胞診
９月　３日（月）
９月２５日（火）
浅川町保健センター

１１月　８日（木）
１１月１５日（木）
１１月１９日（月）
１１月２８日（水）
１２月　４日（火）
１２月１３日（木）
（完全予約制）
浅川町保健センター

　９月３０日（日）
１０月　１日（月）
１０月　２日（火）
１０月　３日（水）
１０月　４日（木）
１０月　５日（金）
１０月　９日（火）
１０月１０日（水）
浅川町保健センター
ただし
１０月　９日（火）は
山白石多目的研修センター
１０月１０日（水）は
里白石北部集会センター　

問診・視触診・超音波検査

問診・マンモグラフィ１方向

問診・バリウム服用
によるレントゲン間接撮影

問診・胸部レントゲン撮影

問診・かく痰検査

血液検査
（前立腺腫瘍マーカー検査）

問診・血液検査
（Ｂ型、Ｃ型肝炎検査）

問診・胸部レントゲン撮影

問診・超音波による骨量測定 子宮がん検診と同日

問診・ 便潜血反応検査
（2日間）

問診・視触診・
マンモグラフィ2方向

問診・視触診・ 
マンモグラフィ１方向

30歳～39歳の女性

40歳～49歳の女性

50歳～59歳の女性

60歳以上の女性

40歳以上の方

40歳以上の方

40歳以上の方

50歳以上の男性
 (治療中の方は対象外）

65歳以上の方

対象地区に住む
30歳以上の女性

40歳以上の方で該当
する方
（該当条件あり）

ハイリスク者
（該当条件あり）

胃がん検診

大腸がん検診

肺がん検診

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

結核検診

骨粗しょう症検診

乳がん検診 
（４０歳以上の方
は隔年で受診）

※ 特定健康診査は、国民健康保険の加入者を対象に、９月３０日（日）から１０月１０日（水）（６日、７日、
　８日を除く）に実施します。

　　　　　　　～平成２３年度のがん検診で精密検査になったみなさまへ～
　５月上旬に再通知していますが、受診されましたか。自己判断するのは大変危険です。
すぐに医療機関を受診してください。
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放射線測定器を貸し出しています!!

　保健センターでは、身の回りの放射線量について知り、身を守っていただくため、下記のとお
り貸し出しを行っています。浅川町に住所を有する方であれば、年齢を問わず貸し出しができま
すので、ぜひご利用ください。

　浅川町の空間線量は、県内の他地域に比べると低い状況にありますが、放
射線から身を守ることは大切です。外から帰ってきたら「手洗い」と「うが
い」をする、「衣類をこまめに洗濯する」、「入浴しからだを清潔にする」
など普段からしていることを続けていきましょう。
　また、免疫力を下げないためにもバランスのよい食事を心がけ、食べ過ぎ
や偏食に注意し、砂糖や油が多い食品、加工食品などは避けましょう。

１か月間携帯し、外部被爆量を測定します。測定時間と計測値から１時間あ
たり及び１年間の推計値を算出できます。携帯電話ほどの大きさのため、小
さいお子さんの測定を実施したい場合は、保護者の方が携帯するようになり
ます。

ご注意ください！！
貸し出しの際、身分証明書の提示をお願いしています。必ずご持参ください。

大切なお知らせです。
０歳～７歳６か月のお子さんがいる保護
者の方は必ずお読みください。

大切なお知らせです。
０歳～７歳６か月のお子さんがいる保護
者の方は必ずお読みください。 ～ポリオ予防接種について～～ポリオ予防接種について～～ポリオ予防接種について～
　国の方針により、今年９月１日以降、ポリオ不活化ワクチン（１価）による接種が開始となり、
ポリオ生ワクチンは使用できなくなります。現在、ポリオは生ワクチンを２回飲んで接種完了と
なることから、町では、ポリオ生ワクチンによる接種の機会を確保するため、下記の日時におい
て集団接種を実施いたします。希望される場合は、保健センターに７月３日（火）まで電話でお
申込みください。
◆接種日時：７月１０日（火）　　受付時間:午後０時30分～
◆接種場所：保健センター
◆対 象 児：６か月～９０か月未満児で、２回目のポリオ生ワクチンを飲んでいないお子さん
　　　　　　※ポリオ生ワクチンを２回飲んでいるお子さんは、不活化ワクチンでの接種は必要
　　　　　　　ありません。
　　　　　　※生ワクチンを１回投与した場合は、不活化ポリオワクチンを３回接種するように
　　　　　　　なります。接種方法等、詳細については後日お知らせいたします。
◆ワクチン：経口ポリオ生ワクチン
◆持 参 物：母子健康手帳・予診票
◆そ の 他：ポリオ生ワクチンによる集団接種は、これで最終となります。（個別接種は実施し
　　　　　　ておりません。）
　　　　　　※９月４日（火）・１０月２３日（火）のポリオ集団接種は中止となります。
　　　　　　　ご不明な点は、保健センターにお問い合わせください。

電子式個人積算計…

空間線量の測定ができます。食品、水、土などの線量測定はできません。貸
し出し期間は、１週間以内です。

サーベイメータ …
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ホールボディカウンタとは
　　内部被ばく線量を調べるために、人間の体内に摂取され沈着した放射
　性物質の量を体外から測定する装置。（放射線を浴びることはありませ
　ん。）
　　検出、測定対象とされる放射性核種は、マンガン５４、コバルト６０、
　セシウム１３７などのガンマ線放出核種です。

■対　　象　浅川町に住所を有する方で検査日に４歳以上に達する希望者。
　　　　　※今年度は、４歳以上で町内の保育所、幼稚園、小学校、中学校に通っている者の
　　　　　　保護者の希望をとり、各施設単位で検査機関に移動し、検査を受ける予定（６月
　　　　　　～7月頃）です。
　　　　　※上記以外で希望される方は、ひらた中央病院の下記の予約専用ダイヤルで各自お
　　　　　　申込みください。
■検査方法　ホールボディカウンター（立位式）の中で２分程度、一人で静止して測定。
■検査費用　４歳以上１８歳以下は、無料
　　　　　　１９歳以上は、６,０００円（町外の方は、１２,０００円）
■検査場所　ひらた中央病院（ホールボディカウンタ室）
　　　　　　石川郡平田村大字上蓬田字清水内４
■申込み方法　医療機関に個別に電話でお申し込みください。
　　　　　　予約制となっていますので、来院前に必ず電話予約し、注意点等ご確認ください。
　　　　　　・専用フリーダイヤル ０１２０－０６－４７７１
　　　　　　・受付曜日：月～金曜日（土日休み）
　　　　　　・受付時間：午前１０時００分～正午／午後２時００分～４時００分
■検査に関するお問い合わせ
　　　　　　ひらた中央病院　☎０２４７‐５５‐３３３３

　石川郡では、県の基金を活用し、心の健康やうつ・自殺対策
に関する講演会を年1回開催しています。
大震災から一年が経過した今でも、余震や原発問題、風評被害
等により、心身ともに不安や緊張が続いているため、心の健康
に関する問題が危惧されています。
　そこで今年は、“復興”を地域全体で共に支え助け合うこと
で、一人ひとりが、心穏やかに毎日を過ごすことができるよう、
講演会と癒しのコンサートを開催いたします。
　講師の鎌田實さんは、ご多忙のなか福島県内の各地に出向き
講演活動を行っており、今回は友人でもある歌手の加藤登紀子
さんも特別ゲストとしてお招きし、お二人の対談と歌も披露す
る予定です。 多数の皆様のご来場をお待ちしております。

　【お問い合せ】
　　　　浅川町保健センター　☎３６－４７２２

ホールボディカウンタによる放射線内部被ばく検査

～心のケア、ご参加ください～
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　　　　　　１９歳以上は、６,０００円（町外の方は、１２,０００円）
■検査場所　ひらた中央病院（ホールボディカウンタ室）
　　　　　　石川郡平田村大字上蓬田字清水内４
■申込み方法　医療機関に個別に電話でお申し込みください。
　　　　　　予約制となっていますので、来院前に必ず電話予約し、注意点等ご確認ください。
　　　　　　・専用フリーダイヤル ０１２０－０６－４７７１
　　　　　　・受付曜日：月～金曜日（土日休み）
　　　　　　・受付時間：午前１０時００分～正午／午後２時００分～４時００分
■検査に関するお問い合わせ
　　　　　　ひらた中央病院　☎０２４７‐５５‐３３３３

　石川郡では、県の基金を活用し、心の健康やうつ・自殺対策
に関する講演会を年1回開催しています。
大震災から一年が経過した今でも、余震や原発問題、風評被害
等により、心身ともに不安や緊張が続いているため、心の健康
に関する問題が危惧されています。
　そこで今年は、“復興”を地域全体で共に支え助け合うこと
で、一人ひとりが、心穏やかに毎日を過ごすことができるよう、
講演会と癒しのコンサートを開催いたします。
　講師の鎌田實さんは、ご多忙のなか福島県内の各地に出向き
講演活動を行っており、今回は友人でもある歌手の加藤登紀子
さんも特別ゲストとしてお招きし、お二人の対談と歌も披露す
る予定です。 多数の皆様のご来場をお待ちしております。

　【お問い合せ】
　　　　浅川町保健センター　☎３６－４７２２

ホールボディカウンタによる放射線内部被ばく検査

～心のケア、ご参加ください～



○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁

判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相

談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談

○
開
催
日
時
及
び
場
所

・
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

（
白
河
市
本
町
２
）

　

６
月
７
日
㈭

　

７
月
５
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
８
時

・
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

６
月
21
日
㈭

　

７
月
19
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日

の
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　
　

☎
０
２
４
８-

２
３-

１
７
８
５

 

精
神
面
で
の
悩
み
を
持
つ
方
、
心

の
病
気
や
精
神
障
が
い
が
あ
っ
て

困
っ
て
い
る
方
、
ま
た
、
そ
の
家
族

の
方
の
相
談
を
専
門
の
医
師
が
お
受

け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
思
春
期
〜
青
年
期
の
ひ
き

こ
も
り
、
発
達
障
害
（
主
に
成
人
）
、

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
嗜
癖
）
、
う
つ

病
、
自
死
遺
族
等
の
相
談
も
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

○
開
催
月
日
、
内
容

　

６
月
26
日
㈫
全
般
、
老
人

　

７
月
24
日
㈫
全
般
、
う
つ
等

　

８
月
28
日
㈫
全
般
、
思
春
期

　

９
月
25
日
㈫
全
般
、
う
つ
等

　

10
月
18
日
㈭
全
般
、ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

　

11
月
20
日
㈫
全
般
、
老
人

　

12
月
18
日
㈫
全
般
、
思
春
期

平
成
25
年

　

１
月
24
日
㈭
全
般
、ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

　

２
月
28
日
㈭
全
般

　

３
月
26
日
㈫
全
般
、
う
つ
等

○
相
談
場
所

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

※

事
前
に
予
約
の
う
え
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

福
祉
課
障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

須
賀
川
市
旭
町
153-

１

　
　

☎
０
２
４
８-

７
５-

７
８
１
１

　

県
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
請
求
や
示
談
の
仕
方
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
相
談
場
所
等

県
庁
県
民
広
聴
室

　

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

☎
０
２
４-

５
２
１-

４
２
８
１

　

平
日
　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

○
巡
回
相
談

　

交
通
事
故
相
談
員
が
地
域
に
出
向

い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
日
程
・
会

場
を
ご
確
認
の
う
え
事
前
に
予
約
を

し
、
指
定
さ
れ
た
時
間
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
（
予
約
が
な
い
場
合
に
は
、

相
談
会
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
）

※

予
約
受
付
先

県
庁
県
民
広
聴
室

　

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

☎
０
２
４-

５
２
１-

４
２
８
１

※
巡
回
相
談
日
程

（
６
〜
９
月
分
）

◇
県
中
地
方
振
興
局

（
郡
山
合
同
庁
舎
）

　

６
月
５
日
㈫

　

７
月
10
日
㈫

　

８
月
７
日
㈫

　

９
月
11
日
㈫

◇
県
南
地
方
振
興
局

（
白
河
合
同
庁
舎
）

　

６
月
26
日
㈫

　

８
月
28
日
㈫

※

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
６
月
25
日
か

ら
７
月
１
日
ま
で
の
７
日
間
、
全
国

一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」
強
化

週
間
と
し
て
、
い
じ
め
や
い
や
が
ら

せ
、
虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の
抱

え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
電
話
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
が
応
じ
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の

日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
で
も
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
期
間

　

６
月
25
日
㈪
か
ら

　

７
月
１
日
㈰
ま
で
の
７
日
間

○
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
７
時
00
分
ま
で

（
６
月
30
日
㈯
及
び
７
月
１
日
㈰
は

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

○
電
話
番
号

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　

☎
０
２
４-

５
３
４-

１
９
９
４

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
福

島
民
報
社
で
は
、
金
婚
式
を
迎
え
る

夫
婦
の
皆
さ
ん
を
「
し
あ
わ
せ
金
婚

夫
婦
」
と
し
て
表
彰
し
、
表
彰
状
と

記
念
の
”
お
し
ど
り
金
メ
ダ
ル”

を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

○
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
金
婚
夫
婦

　

昭
和
37
年
に
結
婚
し
、
金
婚
50
年

を
迎
え
た
夫
婦
。
ま
た
、
前
回
ま
で

に
自
己
申
告
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
も

受
付
ま
す
。

○
受
付
期
限

　

７
月
14
日
㈯
ま
で

○
申
込
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
各
老
人
ク

ラ
ブ
の
ほ
か
、
役
場
保
健
福
祉
課
、

福
島
民
報
社
本
社
・
郡
山
支
店
・
支

社
・
支
局
・
福
島
民
報
販
売
店
に
あ

り
ま
す
。

○
表
彰
状
の
伝
達

　

９
月
に
開
催
さ
れ
る
敬
老
会
の
席

上
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

 

☎
３
６-

３
１
６
３

福
島
民
報
社
事
業
部

　
　

☎
０
２
４-

５
３
１-

４
１
７
１

相 談

募 集

無
料
相
談
会
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

子
ど
も
の
人
権
110
番

強
化
週
間

心
の
健
康
相
談

交
通
事
故
相
談

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

し
へ
き

広報あさかわ　2012.6　14



○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁

判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相

談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談

○
開
催
日
時
及
び
場
所

・
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

（
白
河
市
本
町
２
）

　

６
月
７
日
㈭

　

７
月
５
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
８
時

・
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

６
月
21
日
㈭

　

７
月
19
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日

の
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　
　

☎
０
２
４
８-

２
３-

１
７
８
５

 

精
神
面
で
の
悩
み
を
持
つ
方
、
心

の
病
気
や
精
神
障
が
い
が
あ
っ
て

困
っ
て
い
る
方
、
ま
た
、
そ
の
家
族

の
方
の
相
談
を
専
門
の
医
師
が
お
受

け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
思
春
期
〜
青
年
期
の
ひ
き

こ
も
り
、
発
達
障
害
（
主
に
成
人
）
、

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
嗜
癖
）
、
う
つ

病
、
自
死
遺
族
等
の
相
談
も
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

○
開
催
月
日
、
内
容

　

６
月
26
日
㈫
全
般
、
老
人

　

７
月
24
日
㈫
全
般
、
う
つ
等

　

８
月
28
日
㈫
全
般
、
思
春
期

　

９
月
25
日
㈫
全
般
、
う
つ
等

　

10
月
18
日
㈭
全
般
、ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

　

11
月
20
日
㈫
全
般
、
老
人

　

12
月
18
日
㈫
全
般
、
思
春
期

平
成
25
年

　

１
月
24
日
㈭
全
般
、ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

　

２
月
28
日
㈭
全
般

　

３
月
26
日
㈫
全
般
、
う
つ
等

○
相
談
場
所

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

※

事
前
に
予
約
の
う
え
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

福
祉
課
障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

須
賀
川
市
旭
町
153-

１

　
　

☎
０
２
４
８-

７
５-

７
８
１
１

　

県
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
請
求
や
示
談
の
仕
方
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
相
談
場
所
等

県
庁
県
民
広
聴
室

　

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

☎
０
２
４-

５
２
１-

４
２
８
１

　

平
日
　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

○
巡
回
相
談

　

交
通
事
故
相
談
員
が
地
域
に
出
向

い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
日
程
・
会

場
を
ご
確
認
の
う
え
事
前
に
予
約
を

し
、
指
定
さ
れ
た
時
間
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
（
予
約
が
な
い
場
合
に
は
、

相
談
会
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
）

※

予
約
受
付
先

県
庁
県
民
広
聴
室

　

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

☎
０
２
４-

５
２
１-

４
２
８
１

※

巡
回
相
談
日
程

（
６
〜
９
月
分
）

◇
県
中
地
方
振
興
局

（
郡
山
合
同
庁
舎
）

　

６
月
５
日
㈫

　

７
月
10
日
㈫

　

８
月
７
日
㈫

　

９
月
11
日
㈫

◇
県
南
地
方
振
興
局

（
白
河
合
同
庁
舎
）

　

６
月
26
日
㈫

　

８
月
28
日
㈫

※

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
６
月
25
日
か

ら
７
月
１
日
ま
で
の
７
日
間
、
全
国

一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」
強
化

週
間
と
し
て
、
い
じ
め
や
い
や
が
ら

せ
、
虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の
抱

え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
電
話
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
が
応
じ
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の

日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
で
も
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
期
間

　

６
月
25
日
㈪
か
ら

　

７
月
１
日
㈰
ま
で
の
７
日
間

○
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
７
時
00
分
ま
で

（
６
月
30
日
㈯
及
び
７
月
１
日
㈰
は

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

○
電
話
番
号

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　

☎
０
２
４-

５
３
４-

１
９
９
４

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
福

島
民
報
社
で
は
、
金
婚
式
を
迎
え
る

夫
婦
の
皆
さ
ん
を
「
し
あ
わ
せ
金
婚

夫
婦
」
と
し
て
表
彰
し
、
表
彰
状
と

記
念
の
”
お
し
ど
り
金
メ
ダ
ル”

を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

○
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
金
婚
夫
婦

　

昭
和
37
年
に
結
婚
し
、
金
婚
50
年

を
迎
え
た
夫
婦
。
ま
た
、
前
回
ま
で

に
自
己
申
告
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
も

受
付
ま
す
。

○
受
付
期
限

　

７
月
14
日
㈯
ま
で

○
申
込
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
各
老
人
ク

ラ
ブ
の
ほ
か
、
役
場
保
健
福
祉
課
、

福
島
民
報
社
本
社
・
郡
山
支
店
・
支

社
・
支
局
・
福
島
民
報
販
売
店
に
あ

り
ま
す
。

○
表
彰
状
の
伝
達

　

９
月
に
開
催
さ
れ
る
敬
老
会
の
席

上
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

 

☎
３
６-

３
１
６
３

福
島
民
報
社
事
業
部

　
　

☎
０
２
４-

５
３
１-

４
１
７
１

相 談

募 集

無
料
相
談
会
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

子
ど
も
の
人
権
110
番

強
化
週
間

心
の
健
康
相
談

交
通
事
故
相
談

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

し
へ
き
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○
受
講
対
象
者

　

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
管
内

に
居
住
又
は
通
勤
、
通
学
す
る
中
学

生
以
上
の
方
。

○
開
催
場
所

　

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部

３
階
講
堂

　

（
須
賀
川
市
丸
田
町
153
番
地
）

○
講
習
日
時

　

毎
月
第
２
土
曜
日
、

　
　
　

第
３
木
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午（
３
時
間
）

○
講
習
内
容

※

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

（
３
時
間
実
施
し
、
終
了
後
に
修
了

　

証
を
交
付
し
ま
す
）

・
A
E
D
使
用
を
含
め
た

　

心
肺
蘇
生
法

・
止
血
法

・
異
物
除
去
法

（
窒
息
時
の
対
応
）

○
定
員

　

各
回
　

30
名

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

○
受
講
料

　

無
料

○
そ
の
他

　

受
講
希
望
者
は
、
須
賀
川
消
防
署

救
急
係
（
☎
０
２
４
８-

７
６-

３
１

９
６
）
へ
開
催
日
１
週
間
前
ま
で
に

電
話
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

個
人
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

石
川
消
防
署
浅
川
分
署

　
　
　
　
　
　

  

☎
３
６-

２
０
０
９

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
４
年

以
上
在
学
し
て
、
124
単
位
を
修
得
し

卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た

い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
限
は
８
月
31
日
㈮
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
４-

９
２
１-

７
４
７
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。http://w

w
w
.ouj.ac.jp

　

公
害
防
止
施
設
を
改
修
し
、
排
ガ

ス
・
排
水
を
キ
レ
イ
に
し
た
い
、
生

活
環
境
の
保
全
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
事
業
所
の
方
や
リ
サ
イ
ク
ル
設
備

を
導
入
し
、
資
源
の
有
効
利
用
・
廃

棄
物
の
減
量
化
を
推
進
し
た
い
と
い

う
事
業
所
の
方
、
環
境
保
全
の
た
め

に
必
要
な
資
金
の
融
資
を
斡
旋
し
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
融
資
の
対
象
と
な
る
方

・
県
内
に
工
場
又
は
事
業
場
を
有
し
、

引
き
続
き
同
一
の
事
業
を
一
年
以
上

営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
、
組
合
又

は
農
業
を
営
む
方
で
あ
っ
て
、
自
己

資
金
の
み
で
は
、
環
境
保
全
施
設
等

の
整
備
な
ど
の
環
境
保
全
対
策
を
行

う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方
。

○
融
資
の
条
件

・
融
資
額

　

個
別
3,
0
0
0
万
円
以
内

　

共
同
6,
0
0
0
万
円
以
内

　

移
転
3,
7
5
0
万
円
以
内

　

産
廃
3,
0
0
0
万
円
以
内

・
利
率
　

年
1.3
％

・
融
資
期
間
　

７
年
以
内

・
返
済
方
法

　

元
金
均
等
の
年
賦
又
は
月
賦

・
担
保
・
保
証
人

　

金
融
機
関
の
定
め
に
よ
る

・
信
用
保
証

　

必
要
と
さ
れ
た
場
合

○
申
込
み
期
限

　

12
月
21
日
㈮
ま
で

○
申
込
み
先

　

住
民
課
　
　

 

☎
３
６-

４
１
２
４

【
問
い
合
わ
せ
】

　

融
資
の
取
扱
金
融
機
関
や
申
込
み

か
ら
決
定
ま
で
の
流
れ
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
中
地
方
振
興
局

県
民
環
境
部
環
境
課

　
　

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
５
０
３

　

不
法
投
棄
が
行
わ
れ
る
と
、
廃
棄

物
か
ら
有
害
物
質
を
含
ん
だ
汚
水
が

地
中
に
染
み
出
し
、
地
下
水
を
汚
染

す
る
な
ど
環
境
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

一
旦
汚
染
さ
れ
ま
す
と
、
元
の
環

境
状
態
に
戻
す
の
に
長
い
時
間
と
莫

大
な
費
用
が
か
か
り
経
済
的
な
損
失

も
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
不
法
投
棄
は
未
然
防

止
と
早
期
発
見
が
非
常
に
重
要
な
こ

と
か
ら
、
福
島
県
で
は
６
月
と
９
月

を
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
と
定
め
、

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
不
法

投
棄
の
未
然
防
止
に
向
け
様
々
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
庁
生
活
環
境
部
産
業
廃
棄
物
課

　
　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
５
９

　　　

暴
走
行
為
、
過
積
載
を
目
的
と
し

た
不
正
改
造
車
は
、
安
全
を
脅
か
し

道
路
交
通
の
秩
序
を
乱
す
と
と
も
に

排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、
騒
音

等
環
境
悪
化
の
要
因
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
自
動
車
部
品
の

取
付
け
や
取
外
し
に
よ
る
保
安
基
準

に
適
合
し
な
く
な
っ
て
も
違
法
で
あ

る
と
の
認
識
が
な
い
ま
ま
に
改
造
を

行
っ
て
い
る
使
用
者
も
見
受
け
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
排
除
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
車
両
の
安
全
確

保
・
環
境
保
全
を
図
る
た
め
、
６
月

に
「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運

動
」
を
展
開
し
、
強
化
月
間
と
し
て

国
土
交
通
省
及
び
自
動
車
関
係
32
団

体
で
構
成
す
る
「
不
正
改
造
防
止
推

進
協
議
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
関
係

機
関
と
協
力
し
重
点
的
に
取
り
組
み

が
行
わ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸

支
局
検
査
・
整
備
・
保
安
部
門

　
　

☎
０
２
４-

５
４
６-

０
３
４
２

その他
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福
島
県
環
境
創
造
資
金

融
資
の
ご
案
内

不
法
投
棄
防
止

　
　
　
　
　

強
化
月
間

不
正
改
造
車
を
排
除

　
　
　
　
　

強
化
月
間

放
送
大
学

　
　

10
月
生
の
募
集

普
通
救
命
講
習
会

　
　
　
　

定
期
開
催

ストップ・ザ・不正改造
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家屋を新(増・改)築により取得した方へ
　土地や家屋を取得すると、その取得ごとに一度だけ県の不動産取得税が課税されます。税額は不動産取得税
の課税標準額の３％（ただし、住宅以外の家屋の取得については４％）になります。
　なお、下記の要件を満たしている場合には取得した旨を申告し、減額申請の手続きを行うことにより軽減措
置の適用を受けることができます。

　（１）新築住宅
　　　　要件……………延べ床面積５０㎡（貸家用共同住宅については1区画４０㎡）以上２４０㎡以下であること。
　　　　特例控除額……価格（注）から１,２００万円が控除されます。
　　　　　　　　　　　※認定長期優良住宅については、価格（注）から１,３００万円が控除されます。
　　　　　　　　　　　（平成21年6月4日以降）
　（２）中古住宅
　　　　要件……………次の全ての条件を満たしていること。
　　　　　　　　　　　① 個人である取得者自らが居住するものであること。
　　　　　　　　　　　② 延べ床面積が50㎡以上240㎡以下であること。
　　　　　　　　　　　③ 次のいずれかに該当するもの。
　　　　　　　　　　　　ア　取得日前2年以内に新耐震基準に適合する旨の証明がなされていること。
　　　　　　　　　　　　イ　昭和57年1月1日以後に新築されたもの。
　　　　特例控除額……新築年月日により価格（注）からの控除額が異なります。
　　　　　　　　　　　　　〘新築年月日〙　　　　　　　　　　　　　　〘控除額〙
　　　　　　　　　　　平成　９年４月１日以降　　　　　　　　　　　１，２００万円
　　　　　　　　　　　平成　元年４月１日～平成　９年　３月３１日　１，０００万円
　　　　　　　　　　　昭和６０年７月１日～平成　元年　３月３１日　　　４５０万円
　　　　　　　　　　　昭和５６年７月１日～昭和６０年　６月３０日　　　４２０万円
　　　　　　　　　　　昭和５１年１月１日～昭和５６年　６月３０日　　　３５０万円
　　　　　　　　　　　昭和４８年１月１日～昭和５０年１２月３１日　　　２３０万円
　　　　　　　　　　　昭和３９年１月１日～昭和４７年１２月３１日　　　１５０万円
　　　　　　　　　　　昭和２９年７月１日～昭和３８年１２月３１日　　　１００万円
　（注）「価格」とは新築住宅にあっては「固定資産評価基準」により算定した価格をいい、中古住宅にあっては取得時
　　　　の固定資産課税台帳の登録価格をいいます。

　（１）新築住宅用土地
　　　　要件……………次のいずれかに該当していること。
　　　　① 土地を取得した日から３年以内にその土地の上に住宅が新築されていること。
　　　　② 土地を取得した日前１年以内にその土地の上に土地の取得者が住宅を新築していること。
　（２）新築未使用（建売）住宅用土地
　　　　要件……………次のいずれかに該当していること。
　　　　① 土地の取得者が、土地を取得した日から１年以内又は土地を取得した日前１年以内に、自己居住用の新築未使
　　　　　 用住宅（平成１０年４月１日以降新築の住宅）を取得していること。
　　　　② 新築後１年以内に自己居住用以外の新築未使用住宅と土地を取得していること。
　（３）中古住宅用地
　　　　要件……………土地の取得者が、土地を取得した日から１年以内又は土地を取得した日前１年以内に自己居住用 
　　　　の住宅を取得していること。
　（４）税額から減額される額
　　　　次のいずれか多い方の額　　　　

３　申請の手続き
　　県中地方振興局県税部にある備え付け申告用紙に必要事項を記入して頂きますので、印鑑・登記簿謄本等の 関係書類
　をご持参のうえ手続きをしてください。
　　事前にご連絡をいただきますと、必要書類や内容が確認できスムーズに手続きをすることができます。
　　詳しくはお問い合わせください。
　　　　　　　　　【問い合わせ】
　　　　　　　　　　　　福島県県中地方振興局　県税部　課税第一課不動産取得税チーム　☎０２４-９３５-１２５４

① ４５,０００円
② １㎡当りの土地価格　×　住宅の延べ床面積の２倍　×　３％
　　　　　　　　　　　　　　（２００㎡が限度）
※宅地評価土地の場合、その価格に２分の1を乗じた後の１㎡当りの価格

１ 特例適用住宅の軽減

２ 特例適用住宅用土地の軽減
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～さつき・野草展を開催します～

～雲五郎山山開き　健康ハイキングを開催します～

～クリーンアップ作戦にご協力ください!!～

　平成２２年度から支給されていた「子ども手当」にかわり、平成２４年４月１日から「児童手当」として支給されることにな
りました。これまで子ども手当を受けていた方は、引き続き児童手当を受けることができますが、６月に「現況届」を提出して
いただく必要があります。
　この届は、毎年６月１日における児童の状況等を記載し、児童手当を引き続き受けられるかどうかを確認するためのものです。
現況届を期限までに提出しないと６月分以降の手当が受けられなくなりますので、忘れずに提出してください。（※現況届の用
紙は、該当する方に６月中旬までに郵送しますので、６月中に提出してください。）
　児童手当の支給額（月額・一人あたり）は、年齢・所得などに応じて５，０００円から１５，０００円です。
　詳しくは、お問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　保健福祉課　☎３６－４１２３

　福島第一原発事故に伴う放射能汚染で、小さなお子さんを安心して遊ばせる場所がない方のために、町では「コミュニティセ
ンター」（地域福祉センター隣）を毎日開放しています。
○開放時間
　火・水・木・土・日曜日、祝祭日………午前９時から午後４時まで
　月・金曜日…………………………………午後１時から４時まで
○使用方法
・平日は、コミュニティセンターに隣接している地域福祉センター、土・日・祝祭日は、
　吉田富三記念館の事務所より入口の鍵を借りてから使用してください。
・お帰りの際は、必ず鍵を閉め借りた事務所へ鍵をお返しください。
・使用にあたり、備え付けの使用簿に必要事項をご記入ください。
・必ず保護者同伴で、遊具などは各自持参してください。
・ごみの持ち帰りにご協力ください。
○そ の 他
　施設内にある物品等には手を触れないでください。また、使用に伴う事故等には責任を負いかねますのでご了承ください。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　保健福祉課　☎３６－４１２３

町盆栽・野草愛好会員の作品を多数展示いたしますので、出展を希望される方はお申し込みください。
○日　　時　６月１６日（土）～６月１７日（日） 午前９時～午後４時
○場　　所　中央公民館大ホール
○募集要件　出展数の制限はなく、町内・外を問わずどなたでも出展できます。
　　　　　　作品の搬入・搬出は出展者が行ってください。
○受付期限　６月１５日（金）午前中
○そ の 他　作品の管理は主催者が行います。　　　　　　　　　【申し込み・問い合わせ】　中央公民館　☎３６－２１３４

　自然豊かな雲五郎山周辺及び町内をハイキングしてみませんか。
　山頂では山開き式・地雷火太鼓演奏・石川郡よさこい踊り隊による踊り・とん汁の
提供（無料）をする予定です。健康増進のためにも、ぜひご参加ください。
○日　　時　７月１日（日）　午前１０時３０分から
○集合場所　浅川町保健センター　午前１０時集合
○コ ー ス　Ａコース…約３．５ｋｍ　Ｂコース…約４．５ｋｍ
○申し込み　農政商工課まで電話又はご来庁のうえお申し込みください。
　※山開き式は午前１１時３０分から行います。（参加自由）　　【申し込み・問い合わせ】　農政商工課　☎３６－１１８３

　今年度も町内一斉に実施いたします。河川・道路に捨てられた空き缶や空き瓶、ビニール、紙くずなどの収集や道路、堤防な
どの雑木、雑草の刈払いを行いますのでご協力をお願いします。
　なお、バイク、自転車、タイヤ、バッテリー、特定家電４品目（冷蔵庫、エアコン、洗濯機、テレビ）は収集しませんのでご
注意ください。
○日　　時　７月１日（日） 午前５時３０分～６時３０分
○場　　所　各行政区の指定場所
○持 参 物　草刈機、鎌、手袋など ※ゴミ袋は、事前に町より配布いたします。
○そ の 他　ケガのないよう十分注意のうえお願いします。　　　　　　　　【問い合わせ】　建設水道課　☎３６－１１８４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　民　課　☎３６－４１２４

～子ども手当が「児童手当」にかわりました!～

～コミュニティセンターを開放しています!!～
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家屋を新(増・改)築により取得した方へ
　土地や家屋を取得すると、その取得ごとに一度だけ県の不動産取得税が課税されます。税額は不動産取得税
の課税標準額の３％（ただし、住宅以外の家屋の取得については４％）になります。
　なお、下記の要件を満たしている場合には取得した旨を申告し、減額申請の手続きを行うことにより軽減措
置の適用を受けることができます。

　（１）新築住宅
　　　　要件……………延べ床面積５０㎡（貸家用共同住宅については1区画４０㎡）以上２４０㎡以下であること。
　　　　特例控除額……価格（注）から１,２００万円が控除されます。
　　　　　　　　　　　※認定長期優良住宅については、価格（注）から１,３００万円が控除されます。
　　　　　　　　　　　（平成21年6月4日以降）
　（２）中古住宅
　　　　要件……………次の全ての条件を満たしていること。
　　　　　　　　　　　① 個人である取得者自らが居住するものであること。
　　　　　　　　　　　② 延べ床面積が50㎡以上240㎡以下であること。
　　　　　　　　　　　③ 次のいずれかに該当するもの。
　　　　　　　　　　　　ア　取得日前2年以内に新耐震基準に適合する旨の証明がなされていること。
　　　　　　　　　　　　イ　昭和57年1月1日以後に新築されたもの。
　　　　特例控除額……新築年月日により価格（注）からの控除額が異なります。
　　　　　　　　　　　　　〘新築年月日〙　　　　　　　　　　　　　　〘控除額〙
　　　　　　　　　　　平成　９年４月１日以降　　　　　　　　　　　１，２００万円
　　　　　　　　　　　平成　元年４月１日～平成　９年　３月３１日　１，０００万円
　　　　　　　　　　　昭和６０年７月１日～平成　元年　３月３１日　　　４５０万円
　　　　　　　　　　　昭和５６年７月１日～昭和６０年　６月３０日　　　４２０万円
　　　　　　　　　　　昭和５１年１月１日～昭和５６年　６月３０日　　　３５０万円
　　　　　　　　　　　昭和４８年１月１日～昭和５０年１２月３１日　　　２３０万円
　　　　　　　　　　　昭和３９年１月１日～昭和４７年１２月３１日　　　１５０万円
　　　　　　　　　　　昭和２９年７月１日～昭和３８年１２月３１日　　　１００万円
　（注）「価格」とは新築住宅にあっては「固定資産評価基準」により算定した価格をいい、中古住宅にあっては取得時
　　　　の固定資産課税台帳の登録価格をいいます。

　（１）新築住宅用土地
　　　　要件……………次のいずれかに該当していること。
　　　　① 土地を取得した日から３年以内にその土地の上に住宅が新築されていること。
　　　　② 土地を取得した日前１年以内にその土地の上に土地の取得者が住宅を新築していること。
　（２）新築未使用（建売）住宅用土地
　　　　要件……………次のいずれかに該当していること。
　　　　① 土地の取得者が、土地を取得した日から１年以内又は土地を取得した日前１年以内に、自己居住用の新築未使
　　　　　 用住宅（平成１０年４月１日以降新築の住宅）を取得していること。
　　　　② 新築後１年以内に自己居住用以外の新築未使用住宅と土地を取得していること。
　（３）中古住宅用地
　　　　要件……………土地の取得者が、土地を取得した日から１年以内又は土地を取得した日前１年以内に自己居住用 
　　　　の住宅を取得していること。
　（４）税額から減額される額
　　　　次のいずれか多い方の額　　　　

３　申請の手続き
　　県中地方振興局県税部にある備え付け申告用紙に必要事項を記入して頂きますので、印鑑・登記簿謄本等の 関係書類
　をご持参のうえ手続きをしてください。
　　事前にご連絡をいただきますと、必要書類や内容が確認できスムーズに手続きをすることができます。
　　詳しくはお問い合わせください。
　　　　　　　　　【問い合わせ】
　　　　　　　　　　　　福島県県中地方振興局　県税部　課税第一課不動産取得税チーム　☎０２４-９３５-１２５４

① ４５,０００円
② １㎡当りの土地価格　×　住宅の延べ床面積の２倍　×　３％
　　　　　　　　　　　　　　（２００㎡が限度）
※宅地評価土地の場合、その価格に２分の1を乗じた後の１㎡当りの価格

１ 特例適用住宅の軽減

２ 特例適用住宅用土地の軽減
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～さつき・野草展を開催します～

～雲五郎山山開き　健康ハイキングを開催します～

～クリーンアップ作戦にご協力ください!!～

　平成２２年度から支給されていた「子ども手当」にかわり、平成２４年４月１日から「児童手当」として支給されることにな
りました。これまで子ども手当を受けていた方は、引き続き児童手当を受けることができますが、６月に「現況届」を提出して
いただく必要があります。
　この届は、毎年６月１日における児童の状況等を記載し、児童手当を引き続き受けられるかどうかを確認するためのものです。
現況届を期限までに提出しないと６月分以降の手当が受けられなくなりますので、忘れずに提出してください。（※現況届の用
紙は、該当する方に６月中旬までに郵送しますので、６月中に提出してください。）
　児童手当の支給額（月額・一人あたり）は、年齢・所得などに応じて５，０００円から１５，０００円です。
　詳しくは、お問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　保健福祉課　☎３６－４１２３

　福島第一原発事故に伴う放射能汚染で、小さなお子さんを安心して遊ばせる場所がない方のために、町では「コミュニティセ
ンター」（地域福祉センター隣）を毎日開放しています。
○開放時間
　火・水・木・土・日曜日、祝祭日………午前９時から午後４時まで
　月・金曜日…………………………………午後１時から４時まで
○使用方法
・平日は、コミュニティセンターに隣接している地域福祉センター、土・日・祝祭日は、
　吉田富三記念館の事務所より入口の鍵を借りてから使用してください。
・お帰りの際は、必ず鍵を閉め借りた事務所へ鍵をお返しください。
・使用にあたり、備え付けの使用簿に必要事項をご記入ください。
・必ず保護者同伴で、遊具などは各自持参してください。
・ごみの持ち帰りにご協力ください。
○そ の 他
　施設内にある物品等には手を触れないでください。また、使用に伴う事故等には責任を負いかねますのでご了承ください。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　保健福祉課　☎３６－４１２３

町盆栽・野草愛好会員の作品を多数展示いたしますので、出展を希望される方はお申し込みください。
○日　　時　６月１６日（土）～６月１７日（日） 午前９時～午後４時
○場　　所　中央公民館大ホール
○募集要件　出展数の制限はなく、町内・外を問わずどなたでも出展できます。
　　　　　　作品の搬入・搬出は出展者が行ってください。
○受付期限　６月１５日（金）午前中
○そ の 他　作品の管理は主催者が行います。　　　　　　　　　【申し込み・問い合わせ】　中央公民館　☎３６－２１３４

　自然豊かな雲五郎山周辺及び町内をハイキングしてみませんか。
　山頂では山開き式・地雷火太鼓演奏・石川郡よさこい踊り隊による踊り・とん汁の
提供（無料）をする予定です。健康増進のためにも、ぜひご参加ください。
○日　　時　７月１日（日）　午前１０時３０分から
○集合場所　浅川町保健センター　午前１０時集合
○コ ー ス　Ａコース…約３．５ｋｍ　Ｂコース…約４．５ｋｍ
○申し込み　農政商工課まで電話又はご来庁のうえお申し込みください。
　※山開き式は午前１１時３０分から行います。（参加自由）　　【申し込み・問い合わせ】　農政商工課　☎３６－１１８３

　今年度も町内一斉に実施いたします。河川・道路に捨てられた空き缶や空き瓶、ビニール、紙くずなどの収集や道路、堤防な
どの雑木、雑草の刈払いを行いますのでご協力をお願いします。
　なお、バイク、自転車、タイヤ、バッテリー、特定家電４品目（冷蔵庫、エアコン、洗濯機、テレビ）は収集しませんのでご
注意ください。
○日　　時　７月１日（日） 午前５時３０分～６時３０分
○場　　所　各行政区の指定場所
○持 参 物　草刈機、鎌、手袋など ※ゴミ袋は、事前に町より配布いたします。
○そ の 他　ケガのないよう十分注意のうえお願いします。　　　　　　　　【問い合わせ】　建設水道課　☎３６－１１８４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　民　課　☎３６－４１２４

～子ども手当が「児童手当」にかわりました!～

～コミュニティセンターを開放しています!!～



平成25年度浅川町職員採用候補者試験のお知らせ
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試験職種及び
採用予定人員

試 験 期 日

試 験 会 場

受 験 資 格

受 付 期 間

そ の 他

試験の方法

大学卒程度 資格免許職

一般事務　４名程度 保　育　士　２名程度
幼稚園教諭　２名程度

平成２４年７月２２日（日）
受　　付　　９：００～　９：３０
教養試験　１０：００～１２：００
適性検査　１３：００～１４：４０

福島大学 （福島市金谷1番地）
昭和６１年４月２日から
平成５年４月１日に生まれた者。
（学歴は問いません。）

昭和５８年４月２日から
平成３年４月１日に生まれた者。
（学歴は問いません。）

平成２４年７月２２日（日）
受　　付　　９：００～　９：３０
教養試験　１０：００～１２：００
専門試験　１３：００～１４：３０
適性検査　１５：００～１６：４０

大学卒程度で次により行います。

職員として必要な一般知識及び知能に
ついて、択一式による筆記試験及び適
性検査を行います。

平成24年5月24日（木）から同6月22日（金）まで。
ただし、執務時間中に限ります。

申込書及び募集要項は役場総務課に備えてあります。
※募集要項は町ホームページからも閲覧することができます。
　http://www.town.asakawa.fukushima.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　総務課　☎３６-４１２１

短大卒程度で次により行います。

職員として必要な一般知識及び知能に
ついて、択一式による筆記試験及びそ
れぞれの試験職種の職員として必要な
専門知識及び能力について、択一式に
よる筆記試験と適性検査を行います。

「浅川の慰霊花火」一口会員制度の会員募集のお知らせ

図書室に新刊が入りました。ゆっくり本を読んでみませんか?
　開室時間　月～金　８：３０～１７：００
　　　　　　第１・３土曜日は、１０：００～１２：００まで
「本の読み聞かせ会」・図書の貸出をしています。
※貸出期間は２週間、一人５冊まで借りられます
　　　　　　　　　　詳しくは中央公民館まで　☎３６-２１３４

○きんぎょのひるね（奥野涼子／フレーベル館） ○おつきさま（やすいすえこ／フレーベル館） ○いとしの犬ハチ（いも
とようこ／講談社） ○でこちゃん（つちだのぶこ／ＰＨＰ研究所） ○どんぐりむらのぱんやさん（なかやみわ／学研） ○
わたししんじてるの（宮西達也／ポプラ社） ○うんちっち（ステファニー・ブレイク／あすなろ書房） ○としょかんライオン
（ミシェル・ヌードセン／岩崎書店） ※今回の新刊は、大正琴県南支部アンサンブル・ラブ様からご寄付いただいた図書
カードにて購入しました。ありがとうございました。

◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区
鈴木　キクノ
郷田　英市
永山　甚一
寺門　春男
矢内　セイ
圓谷　キヨ
會田　光雄
圓谷　ハル

83歳
87歳
83歳
93歳
92歳
90歳
92歳
88歳

染
本町１区
中　里
本町１区
里白石
荒　町
松野入

山白石６区

中央公民館　図書室からのお知らせ

～ 返却していない本がありましたら、次の方のために早く返却しましょう!! ～

雄喜

賢一

拓哉

伸

孝志

男

女

女

男

女

なるみ

奈々

亜矢

香

理絵

鈴木　春輝

川音　紗結

石井　唯奈

大竹　晨陽

⻆田　凛華

荒　町

染

簑 輪

本町1区

東大畑1区

きはる

ゆさ

なゆ

ひあさ

かりん

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

地域の安全を守ります!!
～石川警察署浅川駐在所～

高橋　眞 主任 池田裕一 班長
　郡山北警察署富久山交番から赴
任しました。地域の方々が安全で
安心できる町になるよう頑張りま
す。

　機動捜査隊から赴任し、初めての
駐在所勤務となります。皆さんと親
睦を図り信頼される所員になれるよ
う頑張ります。

　今年度は、北島三郎ショーの旅で、3年ぶりに開催することに
なりました。友人知人お誘い合わせのうえぜひご参加ください。
申し込み順で定員なりしだい締め切りとさせて頂きますので、早
めにお申し込みください。
　申込用紙は、町役場及び町商工会、あぶくま石川農協浅川支店、
東邦銀行浅川支店、白河信用金庫浅川支店などに備えております。
　皆さんで楽しい水郡線の旅をしましょう!!
○日　　時　７月７日（土）
　　　　　　磐城浅川駅　午前４時５０分出発
○場　　所　東京都中央区 明治座 (北島三郎歌謡ショー)
○参 加 費　一人２０,０００円
○定　　員　１５０人(定員になりしだい締め切らせて頂きます)
○申込期限　６月２２日(金)まで 町農政商工課又は町商工会まで
　　　　　　参加費を添えてお申し込みください。
　　　　　　　　　　【問い合わせ】　農政商工課　☎36-1183
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受　　付　　９：００～　９：３０
教養試験　１０：００～１２：００
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わたししんじてるの（宮西達也／ポプラ社） ○うんちっち（ステファニー・ブレイク／あすなろ書房） ○としょかんライオン
（ミシェル・ヌードセン／岩崎書店） ※今回の新刊は、大正琴県南支部アンサンブル・ラブ様からご寄付いただいた図書
カードにて購入しました。ありがとうございました。
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地域の安全を守ります!!
～石川警察署浅川駐在所～

高橋　眞 主任 池田裕一 班長
　郡山北警察署富久山交番から赴
任しました。地域の方々が安全で
安心できる町になるよう頑張りま
す。

　機動捜査隊から赴任し、初めての
駐在所勤務となります。皆さんと親
睦を図り信頼される所員になれるよ
う頑張ります。

　今年度は、北島三郎ショーの旅で、3年ぶりに開催することに
なりました。友人知人お誘い合わせのうえぜひご参加ください。
申し込み順で定員なりしだい締め切りとさせて頂きますので、早
めにお申し込みください。
　申込用紙は、町役場及び町商工会、あぶくま石川農協浅川支店、
東邦銀行浅川支店、白河信用金庫浅川支店などに備えております。
　皆さんで楽しい水郡線の旅をしましょう!!
○日　　時　７月７日（土）
　　　　　　磐城浅川駅　午前４時５０分出発
○場　　所　東京都中央区 明治座 (北島三郎歌謡ショー)
○参 加 費　一人２０,０００円
○定　　員　１５０人(定員になりしだい締め切らせて頂きます)
○申込期限　６月２２日(金)まで 町農政商工課又は町商工会まで
　　　　　　参加費を添えてお申し込みください。
　　　　　　　　　　【問い合わせ】　農政商工課　☎36-1183
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つどいの広場
育児相談
3～4か月児健診
(保セ)
幼年消防クラブ入
団式(山保)

SAQトレーニング
教室(里小)
自由参観・歯科健
康教室(山小)
年長保育自由参観
・親子給食会
【ぽ】(幼稚園)

壮年ソフト・家庭
バレーボール大会
兼県民スポーツ大
会浅川町大会
(公民館)
　添田医院
（石川町）
☎２６ー２５３８
　木村医院
 （矢祭町） 
☎４６ー３５２８ 資源：B地区

不燃：A地区 役場窓口延長

年長保育自由参観
・親子給食会
【い】(幼稚園)
歯みがき指導
(山保)

修学旅行・学習旅
行(浅小)

見学学習(里小)
引渡し訓練
(浅保)
親子遠足(山保)

授業参観(浅小)

二種混合予防接種
(浅小)
交流活動
(里・山小)
お話会・お弁当の
日(浅保)

にこにこ広場
(浅保)
お弁当の日
(幼稚園)

ポリオ生ワクチン
投与（保セ）
眼科検診（幼稚園）

家庭訪問～11日
まで(浅小)
プール開き
(里小)

防犯教室(山小)
絵本読み聞かせ会
(山保)

なんでも法律相談
(福セ)
宿泊学習～22日ま
で(里・山小)
人形劇鑑賞会
(幼稚園)

三種混合予防接種
(保セ)

プール開き
(山保)

こころの健康相談
(保セ)
わくわくタイム
(山小)
交通指導
(幼稚園)
身体測定(浅保)

みんなといっしょ
の広場（幼稚園）
身体測定（浅保）
誕生会（山保）

　須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休
日夜間急病診療所で診察しています。
　須賀川市諏訪町６７-１　☎０２４８-７６-２９８０
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前
　に電話で確認をしてください。

医○

医○

　（公民館）
さつき・野草展
(公民館)

図○

　（公民館）
奉仕作業（山保）
図○衣替え

3歳児健診（保セ）
幼年消防入団式、
避難訓練（浅保）

誕生会（浅保）

股関節脱臼検査
(石川町保セ)
虫歯予防
(幼稚園)

もぐもぐ教室
(保セ)
身体測定(山保)

資源：A地区
不燃：B地区 役場窓口延長

資源：A地区
不燃：B地区 役場窓口延長

資源：A地区
不燃：B地区 役場窓口延長

　ひらた中央病院
（平田村） 
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

第１６回花火の里
浅川ロードレース
大会(公民館)
　ひらた中央病院
（平田村） 
☎５５ー３３３３
　東舘診療所
 （矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○

役場窓口延長
資源：B地区
不燃：A地区

今

月の
笑顔

梅原貴紀さん（本町一区）

今月の笑

顔

藤田　舞さん（荒町）

　ひらた中央病院
（平田村） 
☎５５ー３３３３
　あらまちクリニ
ック（棚倉町）
☎３３ー８０１８

医○

医○

　とりごえ整形
外科（石川町）
☎２６ー５０５０
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

医○

医○

６月の主な行事予定

みんなで絆ごう笑顔リレー

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

　……図書室開放日・本の読み聞かせ
　……在宅当番医　保セ…保健センター
福セ…地域福祉センター

図○
医○

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT ）

資源：A地区  ～荒町、本町一区・二区、東大畑一区・二区
不燃：B地区  ～上記以外の区域
※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
２３件
２件
４件

４月の４月の町の動き町の動き
６,９５３人
３,４７０人
３,４８３人
２,１３４世帯

（－１１）
（－８）
（－３）
（＋５）

人口
男
女
世帯

（５月１日現在）

【忘れずに納付してください。】
各種納税等は便利な口座振替をご利
用ください。
詳しくは税務課☎36-4122まで。

今月の納期 ６月27日（水）
町県民税　　　１期

つな


